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毒と薬の科学

　現在、私たちの身の回りにはさまざまな化学物質があふれていますが、このなかには人になんらかの作用を及
ぼす「生物活性物質(生理活性物質）」があります。これらは、人に都合のよい作用を示す場合は「薬」とな
り、都合が悪い場合は「毒」となります。
　「毒」と「薬」は表裏一体のものであり、どちらも人の生活にとって重要なものであることから、これらの化
合物に対する科学的な知識を得て、命の尊さや不思議さについて考えることを目的とします。

１．毒と人間文化
２．毒の歴史
３．毒の分類
４．毒性とその表示法
５．毒性発揮機構
６．解毒機構
７．生物界由来の毒ー
　　植物由来のアルカロイド系有毒成分

　　

８．生物界由来の毒ー
　　植物由来の非アルカロイド系有毒成分
９．生物界由来の毒ー微生物由来の毒
10．生物界由来の毒ー魚介類の毒
11．生物界由来の毒ー節足動物・両生類・爬虫類の毒
12．生物界由来の毒ー鳥類および哺乳類の毒
13.   化学合成された毒
14． 無機毒
15.   まとめー毒と薬について考えるー

プリントを配布
参）船山信次著『毒と薬の科学』（朝倉書店）

筆記試験（持込可），出席状況，受講態度を総合して評価します。
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